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タ
コ
つ
ぼ
こ
も
ら
ず
、
競
争
原
理
取
り
入
れ
て

優
秀
な
人
材
求
め
、
研
究
ポ
ス
ト
を
世
界
に
開
け

日曜日口
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昭

一
昨
十
一
月
、
国
会
は
、
超
党

4
一
派
の
品
以
立
法
で
「
判
明
学
技
術
創

年

一辺
自仏凶
」
を
め
ざ
す
糾
学
技
術
品

沼
一
本
法
を
制
定
し
た
。

朝

一

じ
つ
に
よ
い
ζ
と
だ
。

引
一

こ
れ
ま
で
も
日
本
は
、
い
ち
お

6
一
う
刺
学
技
術
そ
厄
制
し
て
き
た
。

ゆ
一

そ
し
て
経
済
大
凶
と
な
っ
た
。
だ

いい一

が
二
十
一

世
紀
に
は
、
中
凶
や
イ

一
ン
ド
忽
ど
ア
ジ
ア
諸
国
の
純
摘
が

一
大
発
出
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い

一
る
。
そ
の
流
れ
に
担
も
れ
ず
に
、

一
口
水
が
今
後
も
間
際
社
会
で
そ
れ

-
な
り
の
地
位
そ
椛
保
し
て
い
く
つ

罰

一
ー
も
り
な
ら
、
今
ま
で
以
上
に
本
気

回厄

一
に
な
っ
て
、
引
材
学
技
術
そ
名
実
と

一
も
に
川
引
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
抑

一
し
あ
げ
て
い
く
必
目袋
一
か
あ
る
。
そ

一
の
日
比
怖
で
今
凹
の
組
本
法
は
タ
イ

新

ム
リ
ー
だ
っ
た。

快
適
環
境
作
る

専
門
家
が
必
要

そ
れ
で
は
、
円
本
の
税
学
技
術

を
川
引
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
脊
て

あ
げ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

カ。
ま
ず
先
以
つ
も
の
は
、
資
金
で

司

一
あ
る
。
公
北
〈
一品
業
や
制
社
引
の
一

司

¥
削
そ
削
っ
て
で
も
、
相
判
学
に
は
金

二

一
が
」
帆
し
ま
な
い
お
引
が
必
裂
で
あ

Eヨ
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京
社
社
的
の
ム
ル
世
界
中
の
峰
秀
な
頭
脳
を
集
め
び
に
ア
メ
リ
カ
波
み
と
は
言
わ
な

忠
弘
肥
川
て
、
出
う
存
在
裂
し
て
も
ら
く
て
も
、
そ
れ
に
少
し
で
も
近
づ

教
新
指
も
『
訴
ど
う
。
ア
メ
リ
カ
は
い
ち
問中
く
ζ
う
け
る
。
乙
れ
抜
を
に
、
日
本
の

ず

制
円
程
は
い
う
態
勢
そ
と
っ
た
。
一
九
三
O

「
撃
技
術
削
岩
国
」
な
ど
不

深
川
臨
機
刀
若

u
m
年
代
ま
で
、
英
独
仏
に
つ
ぐ
二
蒋
可
能
で
あ
る
。

幻
判
例
紘
一品
川
州
制
定
日
ん
じ
て
い
た
ア
メ
リ
カ

一

日
本
の
大
山
活
断
出
搬
出
、

京
大
学
現
発
説
社
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
戦
乱
に
丸
山
き
外
国
人
の
向
山
学
ル
で
答
只
刷
出

大
会
会
に
一言
と

込
ま
れ
る
と
、
小
人
民
の
亡
命
研
出
口
、
教
投
・
助
教
慢
・
非
常
勤
部

省
そ
受
付
入
れ
、
山
凶
の
ト
ッ
プ
川
な
ど
が
哨
え
て
い
く
ζ
と
を
、

に
印
刷
り
山
た
。
列
川
の
併
知
者
に
「
悶
際
佑
」
と
川
町
ぶ
こ
と
に
し
よ

るロ
も
っ
と
も
、
や
み
く
も
に
金
そ

つ
ぎ
と
め
ば
い
い
と
い
う
も
の
で

は
な
い
。
日
本
の
研
先
山
総
額

は
、
ア
メ
リ
カ
の
二
分
の
一
よ
り

多
い
は
ず
だ
が
、
成
果
の
ほ
う
は

十
分
の
一
も
上
が
っ
て
い
る
だ
ろ

う
か
。
効
率
が
思
す
ぎ
る
。
研
山
川

世宗」
十伺
刻
民
生
か
す
に
は
、
公
正

な
競
争
と
、
雌
れ
た
研
山
河
が
報
わ

れ
る
抑
制
シ
ス
テ
ム
が
必
裂
だ
。

ぬ
る
ま
引
切
に
つ
か
っ
た
ま
ま
の
大

学
や
刷
出
機
関
に
資
金
そ
は
ら
ま

い
て
も
、
ザ
ル
に
水
そ
注
ぐ
よ
う

な
も
の
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
草
加
記
な
る
の
が
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
だ
。

例
到
に
専
念
で
き
る
快
適
な
喋

抗
を
つ
く
り
出
し
、
研
先
者
に
や

る
気
そ
山
山
さ
せ
る
の
が
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
役
初
で
あ
る
。
こ
の

以、

川
本
の
大
学
や
研
知
機
関
は

と
て
も
泌
れ
て
い
る
。
「
数
控
会

の
日
前
」
で
身
分
は
公
務
、
刷
出

世
も
副
制
り
で
、
隣
の
例
山
山
室
に

口
そ
山
さ
な
い
割
問
の
大
学
に

は
、
競
争
臥
担
が
ま
る
で
働
か
な

い
。
制
知
機
闘
は
も
う
少
し
ま
し

だ
が
、
似
た
よ
う
な
も
の
。
研
抗

そ
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
す
る
仕
組

み

(
W川
家
グ
ル
ー
プ
)
は
事
実

上
な
い
に
等
し
い
。
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
プ
ロ
を
育
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

遅
れ
が
目
立
つ

大
学
の
国
際
化

そ
し
て
も
っ
と
謹
製
な
の
が
、

日
本
の
仰
向
ポ
ス
ト
を
、
海
外
に

聞
く
と
と
だ
。

大三郎橋爪

出
問
先
見
件
の
間
凶
も
あ
る
。
日

本
人
は
定
年
ま
で
勤
め
ら
れ
る
の

に
、
外
国
人
に
は
任
期
が
あ

っ

て
、
数
年
た
つ
と
円

M
即
す
る
形

を
と
る
の
が
普
通
。
あ
く
ま
で
も

お
客
さ
ん
、
い
つ
で
も
帰
国
し
て

下
さ
い
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
扱
い

で
あ
る
。
研
拠
所
で
は
、
少
し
m-mmが
辿

う
と
と
ろ
も
あ
る
。
た
と
え
ば
四

や一一E
別
が
な
い
ば
か
り
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
雌
辿
梢
世
ま
で
あ
る
。
海
外

の
研
列
者
そ
ひ
き
つ
け
る
魅
力
に

あ
ふ
れ
で
い
る
と
と
が
、
糾
学
技

術
大
国
ア
メ
リ
カ
の
地
似
を
支
え

て
い
る
。
こ
う
い
う
態
掛
か
」
と
ら
ず
、
日

本
人
だ
け
が
タ
コ
つ
ぼ
に
こ
も
っ

て
い
て
は
、
到
底
、
世
界
の
レ
ベ

ル
に
太
刀
打
ち
で
き
な
い
。
特
げ
札

結
礎
桜
山
ナ
の
分
野
で
、
革
命
的
な

ア
イ
デ
ア
を
つ
ぎ
つ
ぎ
生
み
育
て

て
い
く
ζ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ

に
は
ど
し
ど
し
、
日
水
の
研
先
ポ

ス
ト
(
大
学
や
研
知
機
関
の
研
招

職
)
を
、
海
外
の
人
び
と
に
も
開

い
て
い
く
と
と
で
あ
る
。
一
定
飛

う。
日
本
の
大
学
の
出
際
佑
は
、
一
制

じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
遅
れ
て
い
る
。

国
立
大
学
で
外
国
人
数
民
を
採
川

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
よ

う
や
く
八
二
年
。
そ
れ
ま
で
、
岡

山
拡
公
務
以
に
外
国
人
は
ふ
さ
わ
し

く
な
い
と
し
て
、
常
勤
の
臓
に
は

就
け
な
か
っ
た
。
そ
の
後
も
地
勢

は
遅
々
と
し
て
い
る
。
た
と
え
ば

以
京
本
争
で
も
、
二
千
人
近
い
数

段
・
助
教
控
の
う
ち
、
外
凶
人

(
常
勤
)
は
わ
ず
か
数
名
と
い
う

あ
り
さ
ま
だ
。
い
ち
じ
る
し
い
留

学
生
数
の
仰
び
に
比
べ
て
、
ど
の

大
学
で
も
教
員
数
は
ち
っ
と
も
増

え
て
い
な
い
。
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佑
干
刷
出
凶
(
国
文
)
で
は
、
ア

メ
リ
カ
で
一
般
的
な
ボ
ス
・
ド
ク

(附
土
号
そ
取
得
し
た
あ
と
常
勤

臓
に
就
く
ま
で
の
印
刷
附
っ
き
ポ
ス

ト
)
制
度
を
取
り
入
れ
、
海
外
か

ら
も
多
く
の
研
知
者
を
招
い
て
い

る
。
大
半
が
外
国
人
、
会
誌
は
拠

出
で
や
る
と
い
う
チ
1
ム
も
あ

る
。
た
だ
、
と
ろ
し
た

「
進
ん

だ
」
仰
山
知
機
関
は
ま
だ
と
く
一

郎
に
出
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状

だ。
大
学
や
川
引
先
所
の
多
く
の
研
抗

ポ
ス
ト
が
、
外
国
人
に
閉
ざ
さ
れ

て
い
る
ば
か
り
か
、
日
本
人
に
さ

え
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は

本
米
、
公
此
〈
の
も
の
で
、
競
争
そ

一
川
叫
に
、
内
外
の
の
他
で
地
も
そ

の
臓
に
ふ
大
」
わ
し
い
仰
山
内
信
に

聞
か
れ
て
w
l
然
の
は
ず
だ
。
し

か
し
災
際
に
は
、
V

つ
包
う
ち
の
人

却
で
決
ま
っ
て
し
ま
う
制
作
が
多

く
、
鮎
川別
的
に
、
純
潔
一
部

(あ
る

大
学
の
ポ
ス
ト
が
、
そ
の
大
学
の

出
身
者
で
円
め
ら
れ
る
川
合
)
を

呉
儀
に
尚
め
て
い
る
。
外
川
人

そ
締
め
山
し
て
い
る
刷
出
繊
闘

は
、
日
本
人
の
削
知
名
に
と
っ
て

も
山
凶
の
あ
る
組
織
な
の
で
あ

る。

外
国
人
妨
げ
る

言
葉
や
住
宅
難

今
年
一
月
二
十
五
|
二
十
七
日

の
三
日
間
、
内
外
十
名
の
研
出
者

が
、
日
本
の
研
抗
ポ
ス
ト
・
オ
ー

プ
ン
化
に
つ
い
て
話
し
あ
っ
た。

集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
、
日
本
の

大
学
・
研
山
内
所
で
働
く
欧
米
や
ア

ジ
ア
の
研
抗
者
、
出
外
で
働
く

日
本
の
制山
内
者
と
多
彩
な
顔
ぶ

れ
。
判
明
学
技
術
庁
が
一昨
年
附
い

て
い
る
「
判
明
学
技
術
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
の
、
分
判
明
会
の
ひ
と
つ
で
あ

る。
各
悶
の
山中
例
制
介
や
剖
論
を
通

じ
て
、
日
本
の
研
拘
シ
ス
テ
ム
の

弱
点
が
浮
島
口
彫
り
に
な
っ
た
。
日

本
の
大
学
や
研
出
搬
出
の
多
く

は
、
外
国
の
仰
山
山
者
と
一
絡
に
や

っ
て
い
く
と
と
在
、
ま
っ
た
く
怨

口正
し
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
川
副

に、

気
づ
い
て
さ
え
い
な
い
。

ζ

れ
で
は
、

日
本
の
判
明
学
技
術
レ
ベ

ル
を
引
き
ょ
げ
る
ど
と
ろ
の
話
で

な
く
、

一旬
開
な
刷
出
者
は
み
な
海

外
に
逃
げ
出
し
て
行
っ
て
も
不
思

議
で
な
い
。

ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
多
く
の
先

進
諸
闘
で
は
、
外
国
人
が
大
学
教

授
な
ど
研
明
ポ
ス
ト
そ
占
め
治
の

は
当
た
り
前
と
4
4
え
ら
れ
て
い

る
。
研
抗
省
と
し
て
台
憾
で
あ
れ

ば、

言
語
や
そ
れ
以
外
の
能
力
は

あ
ま
り
問
凶
に
な
ら
な
い
。
日
本

の
大
学
教
伎
は
や
た
ら
会
識
が
多

く
、
大
学
行
政
に
忙
殺
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
屈
の
行
政
能
力
。
必

裂
と
さ
れ
な
い
(
そ
う
い
う
専
門

家
は
別
に
い
る
)
。
臼
本
独
特
の

や
り
方
で
、
大
学
や
引
先
所
を
運

営
し
て
い
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
、

同
際
佑
を
山
む
大
き
な
川
町
に
な
っ一

て
い
る
。
外
川
人
が
日
本
の
側
先
ポ
ス
ト

一

に
凶
訓
し
よ
う
に
も
、
い
く
つ
も

一

の
陥
出
が
あ
る
。
ま
ず
、

一一↑一一一目
指
の

一

般
。
た
い
て
い
の
い
込
山
は
日
本
必
一

で
世
か
れ
て
い
る
か
ら
、
仮
に
ポ

一

ス
ト
が
公
附
さ
れ
て
い
て
も
、
悩

叫
が
伝
わ
ら
な
い
。
つ
ぎ
に
、
住

宅
川
凶
と
物
側
川
。
ド以
一以
近
辺
で

一

泊
w
J
な
一体
さ
の
作
・
出
来
」
見
つ
け
る
一

の
は
計
測
の
議
だ
し
、
食
此
や
は

一

か
の
物
側
も
…
仙
い
。
子
供
の
教
育
一

も
山
凶
だ
。
給
与
や
年
金
も
、
い

一

ま
の
シ
ス
テ
ム
は
外
凶
人
に
不
利

一

に
で
き
て
い
る
。
そ
れ
に
、
文
化
一

の
追
い
。
欧
米
で
は
、
あ
る
ポ
ス
一

ト
に
就
く
と
ど
ん
な
仕
出
を
す
る
一

の
か
、
眼
用
の
時
点
で
は
っ
き
り
一

さ
せ
る
の
が
滋
迎
だ
が
、

u十品で↑

は
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
契
約
や
胤
一

務
そ
め
ぐ
る
制
か
な
出
併
を
取
り
一

除
く
た
め
に
、
ひ
ん
ぱ
ん
な
気
一

の
長
い
や
り
取
り
が
必
裂
に
な
一

る。

一

大
学
や
印刷出
一山の
側
で
も
、
凶

際
他
そ
め
ざ
し
て
、
少
し
ず
つ
対

策
そ
ん比
て
て
は
い
る
。
学
内
の
仰
向

一部
板
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
、
拠
出

併
記
に
改
め
る
ζ
と
。
知
加
の
削

在
に
も
刈
凶
で
き
る
よ
う
に
、
マ

ン
シ
ョ
ン
そ
ま
る
ご
と
借
り
上
げ

る
な
ど
の
試
み
。一
以
工
大
で
は
、

拠
出
だ
け
で
恒
業
や
印刷
出
が
で
を

る
間
際
大
学
院
を
川
淵
し
た
。
し

か
し
、
ま
だ
ま
だ
十
分
で
な
い
。

日
水
の
か
校
が
阿
川
刻
字
別
で
あ

る
(
九
川
新
学
期
で
な
い
)
ζ

と

ひ
と
つ
が
}
取
っ
て
も
、
そ
の
閉
鎖

性
は
川
ら
か
だ
。

仰
山
内
ポ
ス
ト
そ
オ
ー
プ
ン
化
す

る
と
と
。
と
れ
な
し
に
、
日
本
の

判
明
学
技
術
の
発
展
は
な
い
。
川
木

人
の
刷
出
話
に
も
、
任
期
制
や
作

俸
制
そ
羽
入
す
る
な
ど
、
山
慨
す
A
的

な
議
室
え
る
べ
き
附
則
に
き

こ。
み
Ji 内外の刷新ILUフ l

ι ォーラム21委員のさ l 
まざまな提言を1u:)J
11百l、掲岐します。 I
提言の;英文は本日付 l 
の削uイブニングニ
ユースに掲峨しま
す。
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Opening Up research posts to pr01llote science 
Special 10 Asahi Shimbun Ti 山 1Iegislation in N 
vembcr to“make Japan prosper 
on th巴sLrcngLhof scienlific and 
lechnological creativeness." 
Given the nation's present cir-

Cllt11stances， the enaclmenl of t:he Sci-
c.nc巴日ndTechnology Basic Law， spon 
叩 redby a slIpraparLisan grOllp of law-
l11ak守1-5，is hear1ily wclcome 
.1apan has hitherto attached consider-
able importance to sじicnceand te仁hnol-
ogy-even thollgh it could have don巴
1l10re寸11athelped the nation t.ransform 
itself into an economic power 
Howevcr， the 21 st ccntlllγis arOllnd 
the corner ancl it is expecLecl Lo herald 
specLacu lar cconol11ic advances by Chi-
na， Jndia and oth巴rAsian cOllnLries. If 
!日panis to hold its own againsl this ticle 
and t11日intaina high standing in thc in・
Lernalional coml11unity， it musL l11akc 
tllU仁hmore seriolls effol1s Lhan before 
to raise its scienlific and technological 
levels to world-ranked lev巴Is.In Lhis 
sense，lh巴enaclmcnLof Lhe ncw law 
was a truly timely move. 
川市alshould be done to achiev巴such
heights? 

Secure research fund 

111e prerequisite is money. Jf nec巴s-
salγ， tJle government should even be 
pr巴paredto shave some spending from 
its public works and wclfare budgcts to 
provide funds for s 仁ientificand techno-
logical d巴velopmcnt.
l3ut 1l10ney is nol a panacea. l11e na-
tion's aggregate rescarch spcnding 
should certainly mゼ巴tmorc than ha江of
whalever America spends. sut when it 
cot11es to results， japan may not attain 
even one-tenth of thc American figure. 
PlI blic fllnds aJ一巴 spent too ine[ficienLly 
in Ll1is countJy. 
To l11ake effective lIse of rescarch 
func¥s， tbere l11ust be fair cot1lpetition 
ancl a system s巴tllpthat properly re-
wanl~ researchers for olltstanding re-
sulLs. FlInneling tl10re funds 10 universi-
ties and research instilutes-where 
there is no stiff competition-wollld be 
like日u日hing1110ney down th巴drain
111is l11akes the role of managcmcnt 
impol1ant-providing reseaJ'chers with 
th巴sot1of environment where they can 
devole themselves 10 their work in 
comfort and feel encouraged. Jn this re-
spect， universities and research insti-
tutes in .!apan have fallen baclly behind 
olher count.ries. 
Thanks to the principle of “self-gov-
ernl11ent" in university facullies， univer-
sity researchers are secure in their 
jobs. Research fllnds are allocated to 
different units through a head COUI1L. 
111ere is an unspoken rule that forbids 
one research team from meddling in 
the affairs of another. 111Us， the law of 
cOl11petition cloes not work in lhe area 
of research 
The situation is a bil better， but not 
l11uch， at indcpendent research insti-
tules 
There is practically no system of re-
search management. So there is a need 
to breed new academic management 
professionals. 
Even t1lore impot1ant is to open up re-
search posts to non-j ap日nese.That 
would bring together brilliant people 
from arouncl the world to loil in re 
search 10 thcir heaJ1s' contenl. 
'J11e United States was qllick to aclopt 
this sort of setup. Until the 1930s， 
America had trailed Britain， Gennany 
and France. Bullhen il began to accept 
large numbers of researchers who 
were s巴ckingasylum becallse Europe 
was in World ¥町ar.11.This propellecl 
America to the forefronl of research. 
The fad lhat foreign researchers at 
American institutcs are not cliscrimi 
nalecl日gainstand arc cven offered in-
cenlives lha 
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chances of coming out with and dev巴1-
oping a succession of revolutionary 
icleas in lh巴 日巴lclof basic sciences wil¥ 
be non-existenl. 
'llle best way to achieve these obj巴c-
tives is 10 open up research posts at llni-
ver5ities ancl 1巴日carchinstitules 10 pco-
pl巴abroad-一巴mlllatingAm巴ncaas 
closely as possibl巴，巴vent.hough catch-
ing up wilh lhe Unilecl Slates in a single 
stroke may be difficull 
Wilhout such endeavors， the slogan 
of“m日kingjapan prosper on the 
sll'ength of scientific and technological 
creativeness" will be impossib1e to aト
tain 

Rese.archers from abroad 

One aspect of lhc“int巴rnationaliza-
lion" at .!apanese lIniversities and re-
search institutes will involve the influx 
of slllclenls， visiling rescarchers， prof，巴s-
sors， associale professors alld palt-til11巴
lecturers froll1 abroad. 
ln this respect， llnivcrsiti巴sin t.his 
counLJγhave laggecl b巴hinclincrcdibly. 
lt was not until1982 that lIational univer-
silies were aulhorized lo hire foreigll 
faclllty tll巴mbers.Earlier， nOIl-japanese 
had been barred from permanenl jobs 
on grounds thal it was nol appropriate 
to appoinl them 10 work as Pllblic ser-
vants of the national govet11t11ent. 
EvclI after th巴1982policy changc， lh巴
number of non-.!apancsc has been slow 
to rise. At th巴Universityof Tokyo， for 
example， only a few non-.!apanese are 
full-time faclllty members among lhe 
nearly 2，000 professors and associal巴
professors. While lhe tlumber of 110n-
]apanese students has shown a marked 
incl・ease，that of non-j apanes巴full-time
members has. remained llnchangecl 
across the board. 

HAJIME MITSUBAYASHI/ASAHI SHIMBUN 
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Terms of employment offer巴dto non-
japanese paJ11y accollnt for this.羽市i1e
Japanese faculty members can serve 
until thcir retirel11cnt.age， non-japanese 
selve under a fix巴clconLJ-acL“t巴rm"sys-
lem in which lhe ordinary practice is to 
"rehire" them after a few years-a sys-
tem Ll1at continllally reminds th巴mlhat 
“they are guesls in japan and， such be-
ing the case， lhey are free to go home 
anytime." 
Bllt that is not always th巴 caseat all 
research instilutes in japan. For exam-
ple， the national Institute of Physical 
and Chemical Research has invited 
I11aJ1y reseaJ-chers u-om abroad uncler 11 
postclodoral syslem wiclely in practice 
in lhe Unitecl Stales. The system pro-
vides jobs with a term for holclers of 
docLorates until they get fllll-time jobs， 
With some leams at th巴nationalinsti-
lule， lhe grealmajority of members are 
non-japanese and sta[f meetings are 
concluded in English 
However， these“aclvancecl" res巴arch
institlltcs are still few and far betwcen. 
111巴factis that many research posts at 
univ巴rsitiesand research institlltes are 
closed not only 10 non-.!apaJ1ese bllt aJso 
to j apanese hopefuls. These posts， 
which belong to the public by natllre， 
should be thrown open on a competitive 
basis to the ablest ancl 1l10st appropriate 
research巴rsboLl1 at hOl11e ancl abroacl 
In 1110St cases， however， successflll 
applicants are pick巴dvia an inlernal 
personnel affairs process. 1l1e result is 
an abnormally high rate of “pllre-bloocl-
ecl" researchers-mcaning researchers 
working for t:he university from which 
they gracluated 
For lhis reason， research institutes 
that keel】olllnon・japanesepOS巴aprob 
lel11 for J apancse researchers as well. 

Weakness 01 Japan's system 

A group of 10 Japanese and non-japa-
nese researchers discussed ways to 
opcn up research posts in j apaJ1 to non-
j apanesc in a three-day meeting in 
Tochigi Prefeclure that slart巴djan. 25 
The diverse grollp of researchers 
ranged frol11 W巴sternersand Asians 
working atJapanese universities and re-
search instilules to Japanes巴research
ers working abroad 
'111eir meeting was jllsl one of several 
panels forl11ec¥ llnder lhe ul11brella of 
lhe Science and Technology Agency's 
annual Science and Technology F0111l11. 
The weaknesses of the Japanese re-
search sy~tel11 were examined.through 
case studies frol11 a.round tl1e world. 

一.， 

A major weakness is that many uni-
versities and research institllt巴sin Ja-
pan simply do not anticipate that they 
may have 10 work with non-j日panesere-
searchers; they c¥o not even realizc that 
they have a problem. 
Unless these and othcr woes are cor 
rected，巴levatingjapan's scientific and 
technological prowess will be an impos-
sible proposition. A brain drain of Japa-
ncse researchers would be nothing 10 
be sllrprised about. 
In the United States and other ad-
vanced countIies， it is only natural that 
foreign nationals will take research 
posts， including ones for university pro-
fessors. As long as lhose people are 
competent researchers， their lack of lin 
gllistic skills and other non-resea.rch Lal-
ent norl11ally does not pose l11uch of a 
problem. japanes巴lIniversityprofes-
sors are requit-巴dto altend many me巴t・
ings and aJ-e saddled with responsibility 
for school administration. But such ad-
l11inistrative competence is not reqllired 
of researchers in olher countries. 
(I11ere are professionals who take cal・E
of administrative problems.) 
Insistence on running universitics 
ancl research institlltes in a peculiar1y 
japanese styl巴onlycreates a wall to in-
ternationalization. 

A number of hurdles 

Non-JapaJ1ese seeking research posts 
in japan face a nllmber of hurdles 
First， there is usually tl1e languagc bar-
rier. Since most documents are wl1ttcn 
in j apanese， many non-J apanese re 
searchers have difficulty getting infor-
mation even about posts for which they 
CaJ1 apply. 
Then there is the housing problem 
ancl the high costs of living. It is n巳xtlo
impossible to iind decent. housing in 01・
near Tgkyo. Food and other necessities 
al-e also costly'. The edllcation of chil-
dren is anolher problem 
1l1e wage and pension systems in ]a-
pan also Pllt non-]apanese at a disacl-
vantage. 
FUlthermorc， th巴yinevitably experi-
ence a conflict of cllltllres. In Wesl.ern 
countries， an employer nonnally hires 
someone only after making clear what 
kind ofwork山eperson is going to do. 
111is point often remains a gray area in 
Japan 
As a reslllt， patient and frequent ex-
changes with a prospective Japanese 
employer are requircd to head off sub 
tle misunderstandings about contract 
tenns and cluties. 
Universities and research inslitlltes 
a.re Laking steps to ease these problems 
aJ1d promote internationalization. 111ese 
include plltting up campus notices and 
posters both in Ja 

Daisaburo Hashiz附 neis associate Jう1'0-
lessor 01 sociology at the Tokyo Institute 01 
Technology， Majoring in sociology at the 
U日iversity01 Tohyo， he has w門ttenexten-
sively on sociology and social thought. 

(This is the third 01 a series 01 mticles 
to be contributed each month by members 
andl01'1ner members 01 Asahi Shimbun詰
"Create 21， Asahi" lorum. The original 
article in Ja戸aneseappears in today's 
Asahi Shi問bun).
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平
壌
が
近
づ
き
、
次
第
に
高
度
を

下
げ
る
機
体
の
窓
に
、
中
腹
ま
で
赤

茶
貯
た
地
肌
を
む
き
出
レ
に
し
た
山

々
が
迫
っ
て
く
る
。
中
国
と
は
ま
っ

た
く
違
っ
た
光
景
が
、
眼
下
に
広
が

っ
て
い
る
。

北
朝
鮮
(
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共

和
国
)
が
、
私
を
呼
ん
で
い
る
ー
ー
-

ぞ
う
思
っ
た
私
は
、
仕
事
を
や
り
栂

り
り
レ
て
、
観
光
の
団
体
ツ
ア
ー
に
申

曜
し
込
ん
だ
。
社
会
学
者
と
し
て
、
最

伺
後
の
社
会
主
義
国
を
こ
の
目
で
見
て

日

お

く

た

め

に

。

5

六
月
は
じ
め
の
平
疲
は
、
乾
燥
し

刊
で
快
適
だ
。
街
並
み
や
行
き
交
う
人

7

び
と
も
、
予
想
よ
り
落
ち
着
い
て
い

つ
る
。
「
よ
く
怒
っ
た
」
園
、
が
北
朝

が
鮮
の
第
一
印
象
だ
。
日
本
の
マ
ス
コ

成

ミ

が

報

ず

る

「食
関
知
で
解
体
の
瀬

伴

I
i
戸
際
」
と
い
っ
た
気
配
は
、
見
た
と

年

2
9
と
ろ
感
じ
ら
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、

同

主

民

一旅
行
者
の
通
り
す
が
り
の
印
象
は
あ

v
u
i
て
に
な
ら
な
い
も
の
だ
が
。

ー

ー
と
と
も
あ
れ
、
一
週
間
の
見
聞
を
踏

町
一
評
ま
え
て
、
乙
の
国
の
実
態
に
つ
い
て

タ

一blu
考
え
て
み
た
い
。

4
1
ま
ず
盟
業
。
ち
ょ
う
ど
田
植
え
で
、

恥

V

-い
た
る
と
こ
ろ
集
団
で
作
業
す
る

mu
レ
い
獲
が
見
ら
れ
た
。
水
の
管
理
や
ま
っ

，a
E
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れ
ば
、
荷
台
は
人
で
鈴
な
り
だ
。
車

が
滅
多
に
通
ら
な
い
か
ら
、
人
が
単

道
を
歩
い
て
い
る
。

平
獲
を
流
れ
る
大
同
江

に
も
、
船
影
が
な
い
。
水

運
も
機
能
し
て
い
な
い
よ

う
だ
。鉄
道
は
、
か
ろ
う
じ
て

助
い
て
い
る
。
客
車
や
貨

車
は
中
国
や
ソ
速
の
払
い

下
げ
を
、
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

気
配
が
な
い
。
物
資
の
流
れ
が
止
ま

り
、
損
業
で
き
な
く
な
っ
た
工
場
は
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
も
同
然
だ
。

半
死
半
生
の
こ
の
国
で
い
ま
、
強

力
で
行
動
で
き
る
の
は
、
人
民
軍
。

ぞ
れ
と
平
壊
周
辺
の
、

一
部
の
政
府

機
関
に
す
ぎ
ま
い
。

ど
う
し
て
と
乙
ま
で
ひ
ど
い
状
態

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
北

朝
鮮
に
は
、
部
小
平
も
ゴ
ル
バ
チ
ョ

フ
も
い
な
い
の
か
。

カ
ギ
は
米
国
の

戦
略
へ
の
対
応

る
ま
で
使
っ
て
い
る
。

輸
送
が
こ
ん
な
状
態
な

の
で
、
工
業
は
も
は
や
存

在
し
な
い
の
で
は
と
思
わ

れ
る
。煙
突
か
ら
ま
と
も
に
煙

が
出
て
い
る
の
を
見
た
の

は
、
平
壌
の
火
力
発
電
所

だ
貯
だ
っ
た
。
あ
と
は
ど
の
工
場
も

ガ
ラ
ン
と
し
て
お
り
、
動
い
て
い
る

七
0
年
代
に
積
相
的
に
外
資
を
羽

入
し
た
北
朝
鮮
は
、
結
局
返
済
で
き

ず
、
経
済
封
鎖
同
然
の
状
態
に
な
っ

た
。
八
0
年
代
に
は
主
体
思
想
絡
や

未
完
成
の
超
高
層
ホ
テ
ル
、
五
O
億

J
も
か
け
た
延
長
八
J
の
ダ
ム
な

ど
、
無
意
味
な
建
造
物
に
資
本
を
糧

費
し
た
。
非
合
理
な
指
導
の
せ
い
で
、

計
画
経
済
の
土
台
も
崩
れ
て
し
ま
っ

た
。
危
機
感
を
抱
い
た
金
目
成
主
席

1 
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毘ョ司 1996年 (平成8年)1月。巴 (火曜日〉手長汗主雪ー

~イヒ日本ヘ
ポ
ス
ト
冷
戦
の
九
0
年
代
、
世
界
単

一
市
場
へ
向
け
た
歩
み
が
速
ま
っ
て
い

る
。
ウ
ル
グ
ア
イ

・
ラ
ウ
ン
ド
の
決
着

も、

W
T
O
(世
界
貿
易
機
構
)
の
ス

タ
ー
ト
も
、重
み
を
増
す
A
P
E
C
(ア

ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議
)
も
、
そ

う
し
た
確
か
な
足
取
り
だ
。

世
界
の
国

々
が
一
つ
の
市
場
に
統
合
さ
れ
、
経
済

で
も
そ
れ
以
外
の
面
で
も
い
っ
そ
う
緊

密
に
結
び
つ
い
て
い
く
こ
と
は
、
戦
争

を
防
ぎ
、
貧
困
と
戦
う
の
に
プ
ラ
ス
と

な
る
。
歓
迎
す
べ
き
こ
と
だ
。

だ
が
同
時
に
、
そ
の
歩
み
は
痛
み
を

と
も
な
う
。
こ
れ
ま
で
は
、
日
本
も
中

国
も
イ
ン
ド
も
メ
キ
シ
コ
も
イ
ラ
ク
も

.:・も
、
独
自
の
圏
内
事
情
に
合
わ
せ

て
近
代
化
を
進
め
て
き
た
。
ほ
か
の
国

々
が
採
用
し
て
い
る
(
い
な
い
)
制
度

や
基
準
で
も
、
自
分
の
国
だ
け
は
採
用

し
な
い
(
す
る
)
と
決
め
る
こ
と
が
で

き
た
。
国
境
を
越
え
れ
ば
、
言
語
や
文

化
は
も
ち
ろ
ん
、
経
済
の
仕
組
み
ゃ
社

会
制
度
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る

i
!こ
れ

が
世
界
の
あ
る
が
ま
ま
の
姿
だ
。

世
界
単

一
市
場
と
は
、
い
ず
れ
こ
う

し
た
園
境
の
垣
慢
を

取
り
払
っ
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
な
の
で

あ
る
。
他
国
の
垣
根

を
低
く
し
、
そ
の
市

場
に
入
り
込
む
こ
と

に
は
熱
心
で
も
、
自

国
の
垣
根
は
最
後
ま

で
残
し
て
お
き
た

い
。
そ
う
い
う
各
国

の
エ
ゴ
が
、
こ
の
ま

ま
行
け
ば
、
二
十一

世
紀
の
国
際
社
会
で
ま
す
ま
す
激
し
く

ぶ
つ
か
り
あ
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

い
き
な
り
位
界
単
一
市
場
を
目
指
す

よ
り
、
ま
ず
手
近
な
国
々
と
市
場
統
合

を
図
る
ほ
う
が
現
実
的
で
は
な
い
か
。

地
理
的
、
文
化
的
に
近
い
国
同
士
の
ほ

う
が
、
垣
根
を
取
り
払
う
の
も
簡
単
だ

し
、
手
っ
と
り
早
く
経
済
効
果
が
あ
が

る
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
各
国
の
思
惑
か
ら
、

経
済
サ
ミ
ッ
ト
で
マ
ク
ロ
調
整
を
し
て

い
れ
ば
よ
か
っ
た
時
代
は
も
う
終
わ
っ

た
。
ロ
シ
ア

・
東
欧
が
自
由
世
界
に
加

わ
り
、
ア
ジ
ア
経
済
の
発
展
も
著
し
い

い
ま
、
こ
う
し
た
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
化
の

動
向
こ
そ
が
、
世
界
経
済
の
ゆ
く
え
を

握
り
始
め
た
の
で
あ
る
。

な
か
で
も
、
も
っ
と
も
、
順
調
に
地

域
統
合
が
進
ん
で
い
る
の
が
、
言
う
ま

護〉

慧ま
高~

圃痛
み
引
曹
盛
時
て
門
戸
開
丹
、
鵠

一
曜
ま
る
単
一
a

4町、

-・m・... 闇
指
場

ア
ジ
ア
と
も
ど
も
藷
親
取
締
道

<4> 

を
共
有
し
て
お
り
、
各
民
族
の
歴
史
的

な
結
び
つ
き
も
潔
か
っ
た
。

北
米
や
東

ア
ジ
ア
と
比
べ
て
、一

歩
も
二
歩
も
先

行
し
て
い
て
当
た
り
前
な
の
だ
。

だ
が
思
い
出
し
て
ほ
し
い
。
こ
の
地

域
と
い
え
ど
も
、
こ
れ
ま
で
ど
れ
ほ
ど

一
の
戦
火
を
か
い
く
ぐ
っ
て
き
た
こ
と

か
。
そ
も
そ
も
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
と

い
っ
た
国
民
国
家
が
成
立
し
た
の
で
さ

え
、
わ
ず
か
百
数
十
年
前
の
こ
と
だ
っ

た
。
そ
れ
以
前
は
、
小
さ
な
領
邦
国
家
'

が
乱
立
し
、
至
る
と
こ
ろ
に
関
所
が
あ

」
織
す
る
の
は
大
変
刻
」む
な
の
弓
ま
も
日

EF--rlシッ
プ
を
期
待

J
z
iっ
て
行
け
ば
い
い
。

っ
て
税
金
を
徴
収
し
て
い
た
。
市
場
が
し
て
、
ば
ら
ば
ら
な
ア
ジ
ア
の
各
国
が
一
さ
れ
た
が
、空
振
り
に
終
わ
っ
た
。
圏
内
そ
の
た
め
に
も
、
日
本
の
社
会
・
制

寸
断
さ
れ
た
ま
ま
で
は
、
近
代
産
業
の
文
化
や
歴
史
の
違
い
を
乗
り
越
え
、
政
言
論
の
構
想
力
も
、
世
論
の
支
持
と
理
度
を
国
際
標
準
で
運
営
す
る
こ
と
が
大

発
展
は
望
め
な
い
。
こ
う
し
た
垣
根
を
策
協
調

・
市
場
統
合
を
進
め
る
の
は
因
解
も
ま
っ
た
く
欠
け
て
い
た
か
ら
だ
。
切
だ
。
ア
メ
リ
カ
に
言
わ
へ
て
か
ら
規

取
り
払
い
、
地
域
主
義
を
圧
倒
す
る
に
難
を
き
わ
め
る
。

、

E
C以
上
の
忍
耐
が
必
要

制
緩
和
を
す
る
の
で
は
な
い
o
む
し
ろ

は
し
ば
し
ば
、
軍
事
力
が
決
め
手
に
な
ア
ジ
ア
の
一
国
と
し
て
の
日
本
は

-
自
分
か
ら
、
ア
ジ
ア
地
域
の
共
通
基
準

っ
た
o

今
後
ど
の
よ
う
な
目
標
を
掲
げ
て
進
め
東
ア
ジ
ア
の
各
国
は
、
不
幸
な
過
去
を
提
案
し
、
率
先
し
て
そ
れ
を
実
行
す

こ
う
し
て
成
立
し
た
国
民
国
家
が
、

-
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
の
傷
跡
と
相
互
不
信
を
残
し
て
い
る
。
る
こ
と
だ
。
痛
み
を
ひ
き
受
け
、
外
国

今
度
は
地
域
主
義
・
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
し

一

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
リ
l
・
ク
ア
ン
・
ま
た
、
文
化
的
背
景
や
圏
内
制
度
も
ま
に
門
戸
を
開
く
。
そ
れ
が
長
い
自
で
日

て
、
E
Cの
足
を
引
っ
張
っ
て
い
る
。

ュ
l
元
首
相
は
、
さ
き
ご
ろ
来
日
し
た
ち
ま
ち
で
あ
る
。

市
場
統
合
を
な
し
と
本
の
国
益
に
通
じ
、
ア
ジ
ア
の
発
展
に

農
産
物
の
自
由
化
を
め
ぐ
っ
て
、
フ
ラ
折
の
講
演
で
、
二
十
一
世
記
の
世
界
地
げ
る
に
は
、
E
Cに
も
泊
し
て
遠
い
道
も
寄
与
す
る
の
で
あ
る
。

ン
ス
の
農
民
は
頑
固
な
反
対
を
続
け
て
図
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
描
い
て
み
せ
た
。
の
り
と
忍
耐
を
必
要
と
す
る
。
韓
国
は

い
る
。
彊
貝
統
合
も
い
っ
こ
う
に
足
並
中
国
の
G
N
P
(国
民
総
生
産
)
は
や
政
界
と
財
界
の
笠
間
を
断
ち
切
る
た

み
が
そ
ろ
わ
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
痛
み
が
が
て
ア
メ
リ
カ
を
追
い
越
し
、
最

終

的

め
、
い
ま
血
を
流
し
て
辛
い
努
力
を
し

大
き
い
と
い
う
こ
と
だ
。
各
論
反
対
を
に
は
そ
の
二
倍
程
度
に
な
る
。
そ
の
と
て
い
る
。
中
国
は
赤
字
の
国
営
企
業
に

ね
じ
ふ
せ
る
の
に
、
戦
争
に
訴
え
る
わ
き
中
国
は
世
界
最
大
の
経
済
大
圏
、
二
苦
し
み
な
が
ら
も
、
市
場
経
済
を
推
し

け
に
は
い
か
な
い
。
気
の
遠
く
な
る
よ
位
が
ア
メ
リ
カ
、
三
位
が
イ
ン
ド
、
四
-
進
め
て
い
る
。
わ
が
国
も
、
規
制
緩
和

う
な
時
聞
を
か
け
る
こ
と
を
覚
悟
し
な
一
位
が
日
本
。
と
な
れ
ば
当
然
、
世
界
経
φ

や
市
場
開
放
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上

い
と
い
け
な
い

o

l

-
-
済
の
重
心
は
、ア
ジ
ア
に
移
っ
て
く
る
。
の
努
力
を
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。

い
っ
ぽ
う
中
国
は
、ど
う
だ
ろ
う
か
o

二
十
世
紀
と
ま
っ
た
く
違
っ
た
世
界
の

A
P
EC
大
阪
会
議
は
、
通
聞
の
手

最

近

は

国

道

を

走

る

と

、

ど

の

村

境

に

出

現

だ

。

続

き

や

会

計

制

度

を

統

一

し

た

り

、
聞

も
通
行
止
め
が
し
で
あ
っ
て
、
村
の
役
こ
ん
な
世
界
が
訪
れ
よ
う
と
は
、
戦
税
を

一
律
に
引
き
下
げ
た
り
と
、
山
積

人
に
通
行
税
を
払
わ
な
い
と
通
し
て
く
後
半
世
紀
、
ア
メ
リ
カ
一
辺
倒
で
や
つ
す
る
課
題
を
片
付
け
て
い
く
た
め
の
ス

れ
な
い
と
い
う
。
干
J
も
走
ろ
う
も
の
て
き
た
日
本
は
ま
っ
た
く
予
想
し
て
い
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

な
ら
、
か
な
り
の
金
額
を
払
う
ハ
メ
に
な
か
っ
た
。
対
米
依
存
か
ら
、
ア
メ
り
こ
れ
を
み
て
先
行
き
を
悲
観
す
る
専
門

な
る
。

こ
れ
ま
で
押
さ
え
込
ま
れ
て
い
カ
を
接
着
剤
に
し
た
ア
ジ
ア
諸
国
の
協
l

家
も
い
る
が
、
結
論
を
急
ぐ
こ
と
は
な

た
地
域
主
義
が
、
北
京
の
締
め
付
け
が
調
体
制
ヘ
。

A
P
E
Cは
そ
の
受
け
皿

い
。
遅
か
れ
早
か
れ
、
ア
ジ
ア
の
市
場

。
緩
ん
で
息
を
吹
き
返
し
た
。
巨
大
な
中
に
成
長
し
て
い
く
べ
き
大
事
な
組
織
統
合
は
進
む
。
国
際
分
業
の
地
図
も
塗

国
の
法
制
を
整
え
、
統

一
市
場
に
再
組
だ
。

昨
年
大
阪
で
議
長
国
を
引
き
受
け
り
か
え
ら
れ
て
い
く
。
そ
れ
を
見
通
し
、

た
日
本
は
、
繁
栄
と
平
和
の
長
期
構
想
日
本
は
自
分
の
ぺ

l
ス
で
、
や
る
べ
き

。

地
域
ご
と
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
が
目
立
つ
よ

う
に
な
っ
た
。

で
も
な
く
E
C
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
、

キ
リ
ス
ト
教
・

西
欧
文
明
と
い
う
基
盤

う

v
p

ろ
白
品一一二一

か
大
均
爪
山一
橋

地
域
ブ
ロ

ッ
ク
化
て
こ
に

こ
れ
は
、
二
度
の
世
界
大
戦
の
引
き

金
と
な
っ
た
過
去
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
と
違

っ
て
、
あ
く
ま
で
も
世
界
単
一

市
場
を

目
指
す
た
め
の
、
と
り
あ
え
ず
の
も
の

で
あ
る
。
E
C
(
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
)
、

N
A
F
T
A
(北
米
自
由
貿
易一
協
定
)
、

A
P
E
C
。
自
由
世
界
の
先
進
国
が
、

東
京
工
業
大
学
教
授
・
社
会
学

一

九
四
八
年
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
著
書
に

「橋
爪
大
三
郎
の
社
会
学
講
義
」

「性

愛
論
」
「
大
問
題
/
」
な
ど
。


